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新
た
に
93
名
の
ワ
ー
カ
ー
誕
生

　
平
成
20
年
5
月
29
日
と
6
月

10
日
の
2
日
間
に
渡
り
、
社
会

貢
献
事
業
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
養
成
研

修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
施
設
職
員
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
年
2
回
の
開

催
と
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
施

設
長
か
ら
の
多
数
の
要
望
を
受

け
て
の
も
の
で
す
。
内
容
は
、

1
日
目
に
大
阪
社
会
医
療
セ
ン

タ
ー
附
属
病
院
　
奥
村
晴
彦
氏

に
よ
る
「
社
会
保
障
制
度
・
医

療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
つ
な
ぎ
」
、

梅
花
女
子
大
学
　
井
元
真
澄
氏

に
よ
る
「
地
域
住
民
の
生
活
課

題
と
地
域
福
祉
」
と
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
2
日
目

は
花
園
大
学
　
福
富
昌
城
氏
に

よ
る
「
総
合
生
活
相
談
技
術
論

講
義
」
、
大
阪
府
健
康
福
祉
部

　
田
中
克
博
氏
に
よ
る
「
人
権

と
権
利
擁
護
」
で
し
た
。

　
自
身
が
Ｍ
Ｓ
Ｗ
と
し
て
ご
活

躍
し
た
経
験
の
あ
る
奥
村
氏
か

ら
は
社
会
福
祉
の
ル
ー
ツ
か
ら

各
種
社
会
保
障
制
度
ま
で
を
、

ま
た
生
活
保
護
基
準
額
計
算
方

法
な
ど
を
丁
寧
に
講
義
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
医
療
に
関
す

る
相
談
が
増
加
す
る
現
状
を
踏

ま
え
、
医
療
機
関
と
の
連
携
の

重
要
性
、
そ
し
て
有
効
な
社
会

資
源
で
あ
る
無
料
定
額
診
療
事

業
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
最

後
に
こ
れ
か
ら
社
会
貢
献
事
業

を
担
う
参
加
者
へ
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
価
値
は
ク
ラ
イ

エ
ン
ト
の
笑
顔
に
あ
る
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
は
気
づ
き
の
哲

学
で
あ
る
」
と
い
う
激
励
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
養
成
研
修
会
に
学
ぶ

奥
村
氏
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
は
気
づ
き
の
哲
学
」

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
、
ま
ず

何
か
ら
始
め
る
べ
き
か
、
そ
れ

は
「
今
ま
で
の
自
分
の
業
務
」

「
事
前
学
習
」
「
今
ま
で
の
事

例
の
振
り
返
り
」
が
大
切
で
あ

る
と
力
強
く
仰
い
ま
し
た
。
ま

た
後
半
に
は
平
成
18
年
度
版
社

会
貢
献
事
業
事
例
集
を
も
と
に

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
多
職
種
の
人
の
意
見

を
聞
く
こ
と
の
重
要
性
を
学
び

ま
し
た
。

　
地
域
福
祉
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

の
定
義
を
踏
ま
え
、
社
会
貢
献

事
業
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ

○テーマ別ブロック合同研修会テーマ別ブロック合同研修会
　8月27日（水）　大阪市・中河内ブロック

○相談援助技術研修会（事例検討会）相談援助技術研修会（事例検討会）
　8月 7日（木） 中河内ブロック
　8月22日（金） 泉州ブロック
　8月27日（水） 三島ブロック
　9月 1日（月） 堺市ブロック
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井
元
氏
「
社
会
貢
献
事
業
を

担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
」

＜研修情報＞
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9月 4日（木） 北河内ブロック
9月16日（火） 豊能ブロック
9月19日（金） 南河内ブロック
9月25日（木） 大阪市ブロック

詳しくはホームページ
「さくら草ねっと」を
ご覧ください。
http://a-kaigo.gr.jp/



　
社
会
貢
献
事
業
に
お
け
る
相

談
援
助
活
動
の
分
析
結
果
を
も

と
に
援
助
の
方
向
性
や
地
域
、

要
援
護
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
が

持
ち
寄
っ
た
実
事
例
を
も
と
に

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
講
義
で
学
ん
だ
個
人

と
環
境
の
相
互
作
用
か
ら
事
例

を
考
え
て
み
る
技
術
等
、
実
践

に
応
用
で
き
る
知
識
の
重
要
性

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て

い
る
人
間
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
権
利
で
あ
る
人
権
に
つ

い
て
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

歴
史
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史

を
通
じ
、
「
平
和
の
な
い
と

こ
ろ
で
は
人
権
は
守
れ
な
い
」

「
人
権
の
な
い
と
こ
ろ
に
は

平
和
は
存
在
し
な
い
」
と
い

う
歴
史
の
教
訓
講
義
い
た
だ

き
、
人
権
の
重
要
性
を
学
び

ま
し
た
。
そ
し
て
「
私
た
ち

が
生
活
す
る”

つ
な
が
り”

の

中
で
心
豊
か
に
幸
せ
に
な
る

た
め
に
は
互
い
の
違
い
を
認

め
尊
重
し
あ
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
」
と
仰
い
ま
し
た
。

　 

平
成
20
年
6
月
16
日
に
南
河

内
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会
貢
献
支
援

員
の
企
画
に
よ
り
、
社
会
資
源

研
修
会
が
、
四
天
王
寺
悲
田
太

子
乃
園
に
て
開
催
さ
れ
、
支
援

員
と
ワ
ー
カ
ー
計
32
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
施
設
長
　
小
森
好
修

氏
よ
り
施
設
の
概
要
説
明
が
あ

り
「
施
設
に
は
様
々
な
に
お
い

が
あ
り
、
母
子
生
活
支
援
施
設

は
“
汗
の
に
お
い
の
す
る
施
設
”

で
す
」
と
生
活
に
密
着
し
た
施

設
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　
特
に
Ｄ
Ｖ
被
害
に
よ
る
入
所

者
が
大
半
で
あ
り
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
一
時
避
難
も
受
け
入
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
社
会
貢
献
事

業
で
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
も
近
年
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
母

子
生
活
支
援
施
設
を
始
め
と
し

た
種
々
の
福
祉
施
設
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
を
進
め
る
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

福
富
氏
「
個
人
と
環
境
の
相

互
作
用
か
ら
事
例
を
考
え
て

み
よ
う
」

田
中
氏
「
互
い
の
違
い
を
認

め
、
尊
重
し
あ
う
こ
と
の
大

切
さ
」

　
研
修
会
で
学
ん
だ
知
識
・

想
い
を
胸
に
、
新
任
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
93
名
は
社
会
貢
献
事
業

を
通
じ
、
地
域
福
祉
の
推
進

に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

大変参考になった
４３（５５．８％）

参考になった
３４（４４．２％）

コミュニティーソーシャルワーカー養成研修会

アンケート結果
アンケート返答率：８２．８％　（７７名／９３名）

アンケート返答者の100%の方が「大変参考になった」「参考になった」
と回答いただきました。ご協力ありがとうございました。

南
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
資
源
研
修
会

母
子
生
活
支
援
施
設
っ
て

ど
ん
な
と
こ
？

○社会貢献推進室（担当；石田、堤添、真田）
　　　TEL　：　06-6762-9488
　　　FAX　：　06-6762-9472

○施設福祉部　（担当；吉川）
　　　TEL　：　06-6762-9001
　　　FAX　：　06-6768-2426

＜事務局＞
ご意見、ご感想
お待ちしております！
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